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衛星データ×FAST-Dによる漏水検知システムにおける実証フェーズの方向性決定について 

 

 

当社は、滋賀県守山市において進めている「衛星データ×FAST-Dによる漏水検知システム」の実証実験に関

し、広域漏水リスク特定およびピンポイント漏水検知の両フェーズにおける開発・検証方針を社内で正式に決

定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

１．本システムの概要 

当社は、衛星データや地理空間データ、そして AI異音検知技術「FAST-D」を組み合わせた漏水検知システム

の開発を進めています。本システムでは、地上の聴音データと衛星の地表情報等を統合し、従来の目視や聴診

による点検を AIが補完することで、漏水リスクの特定と検知支援の高度化を実現します。 

これにより、水道事業者が抱える人員減少や点検コストの課題を解消し、より効率的で高精度な漏水管理を

可能にします。 

 
 

２．これまでの取り組み内容 

当社は、滋賀県守山市において現地実証を進め、衛星データ・地上環境データ・現場音データの収集および

解析を実施してまいりました。現場では、配水管台帳や修繕履歴と照合しながら漏水リスク要因を分析し、 

FAST-Dに活用するための音響データを収録。実際の漏水事例に基づくデータセットを構築しました。 

これらの取り組みにより、漏水発生パターンの抽出と検知アルゴリズムの初期検証を完了しております。 

  



 

 

３． 今後の方針の決定 

 本実証の進展を踏まえ、当社は以下の２フェーズにおける開発・検証方針を社内で正式に決定しました。 

（１）広域漏水リスク特定フェーズ 

 衛星データおよび地上情報を用いたリスクスコア算出ロジックを確定し、守山市の配水系統単位で 

リスクマップを生成します。 

（２）ピンポイント漏水検知フェーズ 

FAST-Dによる現場音解析と AI判別ロジックの構成を確定し、地表面下の漏水箇所を高精度に特定する 

アルゴリズムを構築します。 

 

 

４．今後の展開 

今回の実証で得られた成果をもとに、人員が減っても持続的に運用できる自治体 DX インフラの構築モデル

として検証を進めてまいります。広域リスク特定およびピンポイント漏水検知の仕組みを通じて、点検作業の

効率化や維持管理の最適化を図り、自治体業務におけるデジタル活用の実効性を高めていきます。また、守山

市での知見を活かし、今後は他地域や自治体への展開を視野に入れた検証・提案活動を行ってまいります。 

 

 

５．今後の見通し 

本件が 2025年 12月期の業績に与える影響は軽微であると見込んでおりますが、今後、市場の獲得および事

業規模の拡大により、業績に重要な影響を与えることが判明した場合には、速やかに開示いたします。 
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